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今
、
私
が
旅
で
見
る
海
は
、
た
い
て
い
昼
の

静
か
な
海
で
す
が
、
そ
の
幼
児
の
こ
ろ
の
体

験
か
ら
か
、
海
は
好
き
だ
け
れ
ど
怖
い
。
広

く
大
き
く
た
と
え
よ
う
も
な
く
美
し
い
け
れ

と
、
強
い
。
あ
ま
り
に
も
強
す
き
る
：
・
。
だ

か
ら
新
幹
線
の
窓
か
ら
海
が
見
え
な
く
な
る

と
、
が
っ
か
り
す
る
と
同
時
に
ほ

っ
と
し
た

り
も
す
る
の
で
す
。

大
切
な
方
を
海
で
な
く
さ
れ
た
皆
様
に

は
、
私
な
ど
と
は
比
べ
よ
う
も
な
い
深
い
気

持
ち
を
海
に
お
持
ち
で
し
ょ
う
。
ど
う
か
悲

し
み
も
喜
び
も
優
し
さ
も
強
さ
も
海
か
ら
汲

み
上
げ
て
、
大
き
な
人
に
な

っ
て
下
さ
い
。

皆
様
は
海
の
子
ど
も
、

ふ
る
さ
と
に
海
を
持

つ
人
に
共
通
し
た
正
直
で
澄
ん
だ
目
で
、

ま

っ
す
ぐ
に
立
派
に
生
き
て
行

っ
て
下
さ

い
。
都
会
の
片
隅
か
ら
小
さ
な
エ
ー
ル
を
送

り
ま
す
。

（筆
者
は
声
楽
家
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
シ
ン
ガ
ー－

ソ
ン
グ
イ
タ
ー
と
し
て
、
自
作
の
歌
曲
を
中
心
に

演
奏
活
動
を
続
け
て
い
る
。
今
年
の
六
月
二
二
日

に
九
回
目
の
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
催
し
た
が
、

七
回

目
の
リ
サ
イ
タ
ル
よ
り
収
益
金
の一

部
を
海
難
遺

児
育
英
会
に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。）

平成 4年10月 1日

「
私
と
海
」

上

原

二

葉

励まし

おばさん

会員

育
英
会
奨
学
生
の
皆
様
、
お
元
気
で
す

か

？

私

の

家
は
東
京
の
ま
ん
中
、
ビ
ル
と

人
と
車
に
固
ま
れ
て
暮
し
て
い
ま
す
。
で
も

私
は
と
て
も
海
が
好
き
で
す
。
幼
児
の
こ
ろ

の
二
、
三
年
を
海
辺
の
町
で
暮
し
た
こ
と
が

あ
る
の
で
、
そ
の
せ
い
で
し
ょ
う
。
海
そ
の

も
の
と
潮
騒
の
轟
き
と
海
の
匂
い
が
好
き
な

の
で
す
。
赤
松
の
林
も
、
浜
へ
下
り
る
小
さ

な
石
段
も
、
貝
が
ら
の
ま
じ
る
荒
い
砂
も
大

好
き
で
す
。
そ
し
て
そ
れ
に
続
い
て
月
見
草

や
カ
ン
ナ
や
ミ
ン
ミ
ン
ゼ
ミ
の
声
が
、
連
想

ゲ

l
ム
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
て
来
ま
す
。

そ
の
思
い
出
の

一
つ
、
あ
る
朝
私
は
浜
に

打
ち
上
げ
ら
れ
た
人
を
見
ま
し
た
。
白
い
き

れ
い
な
身
体
で
女
の
人
の
よ
う
で
し
た
。
そ

の
人
が
誰
で
そ
の
後
ど
う
な

っ
た
か
、
な
ど

は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
で
も
そ
れ
を
、
大
人
に

な
っ
て
か
ら
も
何
度
も
思
い
出
す
の
で
す
。
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U

漁
船
海
難
遺
児

P

品
を
励
ま
す
チ
ャ
リ

慢

テ

ィ

l
活
動
を
長
年

内
い

に
亘
り
続
け
て
お
ら

市
r

ば

れ
る
北
見
恭
子
さ
ん

一
が
、
歌
手
生
活
二
十

一
保
周
年
を
記
念
し
て
、

開窓

現
在
、
全
国
縦
断

チ
ャ
リ
テ
ィ

l
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま

す
。
北
見
さ
ん
は
、
す
で
に
気
仙
沼
、
山

形
、
神
戸
、
八
千
代
（
千
葉
県
）
、
大
船

渡
、
石
巻
、
清
水
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し

て
お
り
、
今
後
、

三
沢、

三
崎
、
東
京
の
各

地
で
も
コ
ン
サ
ー
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

東
京
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
水
産
関
係
者
の
全

面
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
よ
り
、
左
記
の
と

お
り
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

主

催

海
難
遺
児
を
励
ま
す
北
見
恭
子

チ
ャ
リ
テ
ィ

i
－
東
京
コ
ン
サ
ー
ト

水
産
団
体
実
行
委
員
会

（水
産
中

央
団
体
等
が
参
画
す
る

「漁
船
海

難
遺
児
を
励
ま
す
全
国
協
議
会
」

等
が
中
心
と
な
り
構
成
）

「サ
ッ
カ
ー
少
年
」

千
葉
県
市
川
市
小
塩
て
る
子

（中
学
生
母
親
）

長
男
が
中
学
に
は

い

っ
た
と
思

っ
た

ら
、
も
う
二
学
期
が

始
ま

っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
サ
ッ
カ
ー
部

に
は
い
り
夏
休
み
の

半
分
は
練
習
に
励
み
ま
し
た
。

喉
も
カ
ラ
カ
ラ
に
な
る
毎
日
、

一
年
生
の

試
合
を
楽
し
み
に
頑
張
り
ま
し
た
が
負
け
て

し
ま
い
ま
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
部
で
は
先
輩
後

輩
の
付
き
合
い
が
厳
し
い
の
だ
そ
う
で
す
。

長
男
は
、
持
ち
前
の
明
る
い
性
格
で
先
輩
も

「オ
イ
、
コ
シ
オ
」
と
い

っ
て
ひ
い
き
し
て

く
れ
て
る
そ
う
で
す
。

今
日
も
夕
食
の
時
、
先
輩
の
話
を
聞
か
せ

て
く
れ

一
日
の
疲
れ
も
飛
ん
で
し
ま
い
ま
し

た
。私

も
、
ず
っ
と
働
い
て
い
る
の
で
長
女
も

毎
日
洗
濯
物
を
た
た
ん
で
く
れ
ま
す
。

三
才
の
時
か
ら
育
英
会
に
お
世
話
に
な

っ

て
来
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
大
き
な
病
気
、

事
故
も
な
く
育
っ
て
来
て
く
れ
た
事
に
感
謝

し
、
今
二
人
と
も
難
し
い
年
頃
で
す
が
、
親

を
泣
か
せ
る
事
だ
け
は
、
し
な
い
で
ほ
し
い

と
願
う
ば
か
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

「
我
が
家
の
近
況
」

高

知

市

川

口

巴

恵

子

（小
学
生
・
中
学
生
母
親
）

い
つ
も
、
育
英
会
の
皆
様
に
は
、
大
へ
ん

お
世
話
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

主
人
が
亡
く
な

っ
た
時
、
小
学
校

一
年
生

だ
っ
た
長
女
も
、
早
い
も
の
で
、
来
年
は
高

校
受
験
で
す
。
次
女
も
、
小
学
校
五
年
生
、

長
男
も
四
年
生
に
な
り
ま
し
た
。

育
英
会
だ
よ
り
で
、
同
じ
よ
う
な
境
遇
の

方
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る

様
子
を
拝
見
し
、
私
達
も
、
し
っ
か
り
し
な

く
て
は
と
、
励
ま
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
色
々
な
事
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
親
子
四
人
で
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思

っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
共
、
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。「

至
誠
真
剣

」

駒
沢
大
学
三
年

松

橋

真

司

（
静
岡
県
出
身

）

こ
の
四
月
に
四
年
間
お
世
話
に
な
っ
た
共

水
連

「知
新
寮
」
か
ら
世
田
谷
の
方
に
引
っ

越
し
ま
し
た
。
「
知
新
寮
」
に
居
る
聞
は
、

よ
く
病
院
に
通
っ
た
と
い
う
記
憶
が
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
ま
わ
り
の
皆
さ
ん
に
お
世
話

に
な
っ
た
こ
と
を
大
変
あ
り
が
た
く
思
い
ま

す
。
特
に
、
自
ら
の
大
病
を
背
負
い
つ
つ
私

を
見
舞
っ
て
く
れ
た
故
手
嶋
さ
ん

（前
育
英

会
業
務
部
長
）
に
は
本
当
に
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。

逆
境
に
お
い
て
、
や
さ
し
い
笑
顔
を
保
て

る
余
裕
を
、
私
も
い
つ
の
日
に
か
身
に
つ
け

た
い
と
切
望
し
ま
す
。

先
日
、
母
が
訪
ね
て
来
ま
し
た
。
私
も
忙

し
く
、
住
所
を
は

っ
き
り
教
え
て
い
な
か

っ

た
の
で
す
が
、
駒
沢
大
学
か
ら
歩
い
て
十
分

な
ど
と
い
っ
た
二
、
三
の
手
が
か
り
を
頼
り

に
や
っ
て
来
ま
し
た
。
母
の
手
作
り
の
寿

司
、
梅
干
し
、
お
な
か
は
空
い
て
い
た
の
に

不
思
議
と
い
つ
も
の
よ
う
に
は
食
べ
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
「
女
は
弱
し
さ
れ
ど
母
は
強

し
」
と
は
よ
く
聞
く
言
葉
で
す
が
、
母
の
太

日

時

平
成
四
年
十
月
二
十
九
日
（
木
）

開
演
午
後
六
時
半
（
開
場
六
時
）

台
東
区
立
浅
草
公
会
堂

（地
下
鉄
銀
座
線
・
都
営
浅
草
線

浅
草
駅
三
分

1
五
分
）

入
場
料

三
千
円

（全
席
自
由
席
）

※
入
場
券
の
予
約
は
、
制
ジ
ョ
イ
企
画

電
話
O
三

（三
五
四
六
）

O
三
六
七

で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
収
益
金
は
、

本
育
英
会
に
寄
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
ま
た
、
当
日
、

会
場
で
も
実
行
委
員
会

場

所

を
中
心
に
水
色
の
羽
根
募
金
活
動
が
行
わ
れ

ま
す
。北

見
恭
子
さ
ん
は
、
去
る
七
月
十
日
に

は
、
田
名
部
農
林
水
産
大
臣
を
表
敬
訪
問

し
、
海
難
防
止
や
漁
船
海
難
遺
児
育
英
事
業

等
に
つ
い
て
、
大
臣
と
巾
広
く
懇
談
し
水
産

全
般
に
旦
り
深
い
理
解
を
寄
せ
、
り
れ
て
お
清
り

れ
ま
す
。

十
月
二
十
九
日
の
東
京
コ
ン
サ
ー
ト
に

は
、
皆
様
方
も
ぜ
ひ
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、
多
数
ご
来
場
下
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

い
足
、
大
き
な
民
を
東
京
で
見
て
実
感
し
ま

1
レ
↑
ん
。

今
、
振
り
返
り
ま
す
と
私
は
、
少
し
ば
か

り
知
識
を
身
に
つ
け
た
ば
か
り
に
大
き
な
過

ち
を
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
が
二
年
の

留
年
の
最
大
の
原
因
だ

っ
た
と
思
い
ま
し

た
。
「
至
誠
真
剣
」
こ
の
言
葉
を
頭
に
た
た

き
込
み
、
新
た
な
気
持
ち
で
学
問
の
扉
を
聞

こ
う
と
思
い
ま
す
。
四
年
間
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
育
英
会
の
皆
様
と
出
会
え
た

こ
と
は
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

人以

お
世
話
に
な
り
ま
す
。
小
学
五
年
の
子

供
は
、
夏
の
水
泳
記
録
会
も
終
り
、
秋
の
陸

上
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
委
員
会
、
郷
土
芸
能
伝

達
と
忙
し
く
生
活
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
宮
古
市
鳥
居
悦
子
・
母
親
）

大

た
く
さ
ん
の
奨
学
金
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
中
学

一
年
の
子
供
は
、
夏
休
み

に
な

っ
て
も
部
活
動
に
毎
日
出
か
け
て
行

き
、
真
夏
の
太
陽
の
下
で
真
っ
黒
に
な

っ
て

い
ま
す
。
長
時
間
、
外
で
の
運
動
で
す
が
、

暑
さ
に
も
負
け
ず
体
力
が
ぐ
ん
ぐ
ん
つ
い
て

い
く
よ
う
で
す
。
成
長
し
て
い
る
姿
が
ま
ぶ

し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

（
宮
崎
市
西
団
幹
子
・
母
親
）

大

残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
夏
休

み
も
半
分
過
ぎ
、
宿
題
が
山
積
で
す
。

仕
上
げ
て
行
く
に
は
、
図
書
館
に
こ
も

っ

て
し
な
け
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。

（
香
川
県
津
田

町

松

尾

歩

・
大
学
生
）

公

大
学
生
の
子
供
は
、
夏
休
み
中
に
交
通

事
故
に
遭
い
、
た
だ
い
ま
リ
ハ
ビ
リ
中
で

す
。
学
校
に
は
ど
う
に
か
行
け
そ
う
で
す
。

高
校
生
の
子
供
は
、
登
山
部
に
入
り
、
毎
日

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

（宮
古
市

佐
々
木
悦
子
・
母
親
）

去
る
七
月
三
日
、
東
京
都
干
代
田
区
コ
ー

プ
ビ
ル
に
お
い
て
、
平
成
四
年
度
全
国
漁
船

海
難
遺
児
育
英
事
業
事
務
担
当
者
会
議
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
は
、
本
育
英
事
業
に
日
頃
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
い
る
各
都
道
府
県
漁
船
海
難
遺

児
を
励
ま
す
協
議
会
事
務
局
担
当
の
漁
連
・

信
漁
連
・
指
導
連
・

安
全
協
会
等
の
職
員
及

び
全
国
協
議
会
事
務
局
担
当
の
全
漁
連
漁
政

部
三
束
次
長
ら
が
出
席
し
、
始
め
に
漁
船
海

難
殉
職
者
に
対
す
る
黙
諮
問
の
後
、
議
事
に
入

り
ま
し
た
。

「平
成
三
年
度
事
業
報
告
」
、

「平
成
四

年
度
事
業
計
画
」
、

「学
資
給
与
・
奨
学
金

貸
与
事
業
」
、

「募
金
活
動
」
、
「
育
英
事

業
推
進
活
動
」
な
ど
に
つ
い
て
、
長
時
間
熱

心
な
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
今
後
、
経
済
的
な
面
の
み
で

な
く
遺
児
や
家
族
に
対
す
る
精
神
的
援
助
の

充
実
、
全
国
協
・
育
英
会
と
地
方
協
と
の
意

思
疎
通
の
強
化
の
必
要
性
な
ど
を
は
じ
め
多

く
の
貴
重
な
ご
意
見
・
こ
要
望
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

そ
の
内
容

に
つ
い
て

は
、
検
討

の
上
、
今

後
の
育
英

事
業
の
充

実
に
役
立

て
る
こ
と

を
約
し
て

閉
会
し
ま

し
た
。

羽根募金の水色II を手の愛

奨
学
生
出
顧
者
二
十
四
名
を
選
考

漁船海難遺児

七
月
十
五
日
締
切
り
の
第
二
回
奨
学
生
出

願
者
に
つ
い
て
、
八
月
五
日
開
催
さ
れ
た
本

年
度
第
二
回
奨
学
生
選
考
委
員
会
に
お
い
て

審
議
の
結
果
、
学
資
給
与
奨
学
生
十
六
名
、

奨
学
金
貸
与
奨
学
生
八
名

（高
校
生
六
名
、

大
学
生
等
二
名
）
の
二
十
四
名
の
全
員
の
採

用
が
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
新
規
奨
学
生
を
加
え
た
現
在
の
奨
学

生
数
は
、
次
頁
の

「都
道
府
県
別
奨
学
生

数
」
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
来
年
度
高
校
又
は
大
学
等
に
進
学

予
定
の
奨
学
金
貸
与
奨
学
生
の
今
回
予
約
採

用
者
は
、

三
名

（高
校
生
二
名
、
大
学
生
等

一
名
）
で
し
た
。
今
後
の
予
約
出
願
の
締
切

り
は
、
十
月
十
五
日
、
平
成
五
年

一
月
十
五

日
で
す
。
進
学
後
の
学
資
の
め
ど
を
立
て
、

安
心
し
て
進
学
準
備
が
で
き
る
よ
う
に
奨
学

生
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
早
め
に
出
願
し
て

く
だ
さ
い
。



( 2) よだ
A
Q

一
A英育平成 4年10月 1日

夏の思い出

サンケイ福祉の舶の旅

岩手県・若潮の
つどい聞かれる

一三陸博を見学一

第 66号

去
る
七
月
二
十
八
、

二
十
九
日
、
岩
手
県

信
漁
連
と
漁
婦
連
の
皆
さ
ん
に
よ
り

「若
潮

の
っ
と
い
」
が
開
催
さ
れ
、
岩
手
県
下
十
八

名
の
奨
学
生
（
若
潮
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

2
2牛
で
十
七
回
目
を
数
え
ま
す
が
、
毎
年

た
く
さ
ん
の
若
潮
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
）

今
年
の
メ
イ
ン
は
三
陸
博
の
見
学
ー。

地

元
で
開
催
さ
れ
る
博
覧
会
に
、
若
潮
た
ち
は

胸
を
膨
ら
ま
せ
参
加
し
た
様
で
す
。
第
一
日

日
開
会
式
で
若
潮
代
表
菅
野
功
君
の

「仲
間

の
言
葉
」

に
始
ま
り
、

一つ
め
の
宮
古
会
場

へ
と
到
着
。
初
め
て
目
に
す
る
古
代
魚
等
に

心
を
奪
わ
れ
食
い
入
る
様
に
見
つ
め
て
い
る

と
あ
っ
と
い
う
聞
に
集
合
時
間
。
そ
し
て

二
つ
め
は

「鯨
」
が
テ
l
マ
の
山
田
会
場
で

す
。
「
海
と
鯨
の
科
学
館
」
を
ゆ
っ
く
り
と

見
学
し
、
併
設
の
マ
リ
ン
バ

l
ク
で
ス
リ
ル

満
点
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
ま
し
た
。

二
日
目
l
。
夜
ふ
か
し
で
眠
そ
う
な
顔
も

チ
ラ
ホ
ラ
で
す
が

一
晩
で
す
っ
か
り
打
ち
解

け
た
若
潮
た
ち
は
、
元
気
い

っ
ぱ
い
最
後
の

会
場
へ
と
向
か
い
ま
す
。
三
会
場
の
中
で
最

も
大
き
い
釜
石
会
場
は
最
新
技
術
を
駆
使
し

た
パ
ビ
リ
オ
ン
が
連
な
り
ま
す
。
限
ら
れ
た

時
間
で
如
何
に
効
率
よ
く
ま
わ
る
か

o

d
取
高
一
時
間
待
ち
H

と
い
う
長
蛇
の
列
の

中
に
、
暑
さ
に
も
負
け
ず
嬉
し
そ
う
な
若
潮

た
ち
の
顔
が
あ
り
ま
し
た
。

閉
会
式
は
、
畠
山
裕
子
さ
ん
の

「お
礼
の

言
葉
」
で
終
り
、
若
潮
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の

貴
重
な
思
い
出
を
胸
に
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

会
員
申
し
込
み
・
奨
学

金
の
御
寄
付
』
の
お
礼

平
成
四
年
七
月
か
ら
九
月
上
期
ま
で
の
聞

に
会
員
の
お
申
し
込
み
を
い
た
だ
き
、
同
時

に
奨
学
資
金
の
ご
寄
付
を
賜
っ
た
会
員
の
こ

芳
名
を
掲
げ
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
御
芳
名

（敬
称
略
）

〔七
月
〕
マ
大
倉
勝

・
継
続
（
流
山
市
）

マ

谷
本
義
人

・
継
続
（
上
尾
市
）

マ
山
本
助

・

継
続
（
静
岡
市
）
マ
藤
原
俊
昭

・
継
続
（
下

関
市
）

（八
月
〕
マ
太
田
道
士
（
大
田
区
）

マ
坂
井

淳
（
横
浜
市
）

（九
月
〕
マ
大
内
輝
夫

・
継
続
（
名
古
匡

市）

マ
川
合
淳
二
（
小
平
市
）
マ
制
金
子
岩

三
奨
学
財
団
・
継
続

（長
崎
市
）
マ
窪
田
武

（世
田
谷
区
）
マ
戸
根
美
津
子
（
儲
浜
市
）

マ
松
山
美
喜

・
継
続

（世
田
谷
区
）
マ
三
橋

安
次

・
継
続

ハ浦
安
市
）

地
方
協
O
千
葉
県
マ
庄
司
博
次
・
恋
塚
新
吾

・
加
瀬
勲
｜
各
受
章
記
念
。
静
岡
県
マ
地
方

協
O
三
重
県
マ
山
下
健
作
｜
香
典
返
し
マ
井

村
善
也
l
香
典
返
し

O
和
歌
山
県
マ
松
本
佳

代
l
香
典
返
し

O
島
根
県
マ
浜
浦
敏
和
｜
香

典
返
し
マ
道
前
敏
子
1
退
任
記
念
。
山
口
県

マ
中
島
恵
美
子
マ
大
田
チ
ヨ
ノ

O
福
岡
県
マ

ヤ
マ
ハ
九
州
側

O
佐
賀
県
マ
筑
後
川
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
い
か
だ
レ
l
ス
優
勝
チ
！
ム
代
表

．
山
本
利
明
。
長
崎
県
マ
地
方
協

〔九
月
〕
O
北
海
道
マ
鹿
部
漁
協
l
海
難
慰

霊
祭
マ
千
代
清
｜
香
典
返
し

O
岡
山
県
マ
赤

津
福
徳
i
香
典
返
し

二
、
一
一
般
寄
付

｛七
月
〕
O
栃
木
県
マ
今
泉
静
江
（
宇
都
宮

市
）
。
茨
城
県
マ
高
津
日
出
夫

（
つ
く
ば

市
）
。
千
葉
県
マ
岡
崎
二
一
二
（
市
川
市
）
マ

加
藤
康
生

（成
田
市
）
マ
高
橋
圭
介

（船
橋

市
）
マ
飯
村
久
子

（野
田
市
）
。
東
京
都
マ

浜

一
彦
（
世
田
谷
区
）
マ
永
橋
和
雄

（同
）

マ
北
村
美
寿
枝
（
足
立
区
）

マ
指
幸
子

（板

橋
区
）

マ
極
東
オ
イ
ル
欄
・
菅
原
素
紀
ほ
か

｜
新
コ

l
プ
丸
就
航
記
念
｜
全
漁
連
購
買
事

御
寄
付
』
の
お
礼

平成四年七月から平成四年九月上期

までに御寄付をいただいた方々の御芳

名を掲げ、そのご芳志に厚くお礼申し

上げます。

※御芳名（敬称略）

一、漁協系統募金（各都道府県の漁

連、信漁連、指導連等で構成する「漁

船海難遺児を励ます地方協議会（略称

・地方協）」等で取り扱った分で、一

般寄付金を含みます。）

〔七月〕O北海道マ川口武｜香典返し
マ中島裕光｜見舞返しマ松嶋丸漁業岡

．長岡貞助マ石井フジエマ日高地区漁

協職員協議会｜チャリティオークショ

ン収益金マ田村博司l入学祝返しマ浦

田満l香典返しマ丹羽貞｜見舞返しマ

加藤晴夫！香典返しマ増田勝彦！見舞

返しマ根室地区マリンバンク推進委員

会｜チャリティオークション収益金マ

寿都水産加工業協同

組合青年部｜即売会

募金マ斉藤隆文｜香

典返しO青森県マ地
方協。千葉県マ地方

協｜県民の臼実行委

員会募金等O三重県
マ石田昭男マ山下忠

弘退任記念マ村島

豊！香典返しマ大西

信行l全快祝返しマ

地方協O富山県マ地
方協O京都府マ倉内

隆｜香典返しマ古板

利一香典返しO広
島県マ地方協O山口

県マ井町集人マ大中

公史マ藤田勇マ地方

協O長崎県マ川口利
昭マ古木キヤマ地方

協＠大分県マ豊永商

事側・野々下盛公マ

岡大山水産・山田勝

司

（八月〕＠北海道マ
二家久雄＠青森県けv

学 置給 与 奨学生 奨学金貸与奨学生 平成4年度第2団新規採用者
県名 合計 合計

幼児 小学生 中学生 小計 高校生 I学生事 小計 幼児 小学生 中学生 高校生 士宇生害

北海道 2 45 42 fl) 89 Ill 18 7 25 114 (I) 6 3 11 

宵 務 31 38 13) 70 131 17 87 13) 

岩 手 τ1 36 63 15 6 21 84 I I 3 

宮 噛 27 24 13) I 52 13) 10 7 17 69 13) 

世 回 2 3 6 2 3 9 

山 形 3 2 5 4 5 10 

福 島 2 8 15 お 8 2 10 35 

董 域 2 

面 木 z 2 2 

干 聾 3 6 7 16 17 

東 京 I 

神高川 4 3 8 I 9 2 

斬 拘 7 8 9 

富 山 I 。ー 2 。白 4 

石 JI! II 7 19 2 3 22 

福 井 4 4 9 。ー z II 

静 間 2 3 5 自

量 知 6 3 10 I II 

重 6 6 13 5 5 18 

車 部 2 2 3 3 5 

大 阪 3 4 5 

兵 庫 3 10 8 (I) 21 (I) 。白 2 4 25 11) 

和歌山 2 4 4 10 4 4 14 

.Ii 取 6 7 14 14 

島 楓 2 6 8 16 8 4 12 28 

岡 山 5 2 7 8 

広 畠 町ι 6 8 8 

山 口 10 18 (I) 29 (I) 19 19 48 Ill 

書 JII 2 2 2 4 6 8 2 

瞳 島 6 7 4 2 6 13 

費 媛 。“ 8 10 5 2 7 17 

高 知 7 7 15 7 2 , 9 24 

福 同 7 18 26 3 4 7 I お ! 2 I 3 I 

福岡県有明梅 I 

佐賀県玄海 2 2 

佐賀県有明海 2 4 6 2 9 

長 崎 13 18 31 10 4 14 45 

文 分 Z 10 I 16 ！：盟 7 35 

鮪 本 I Ill 2 (I) 2 (I) 

宮 崎 3 16 18 37 4 42 

鹿児島 2 14 10 26 4 2 6 32 

神 縄 I 8 6 15 3 4 19 

告 計 35 316 抑制j120ooi1花 時 お7 957 QQ 2 9 5 ! 6 2 I 24 

〈平成4年 9月末現在｝

続道府県別奨学生数

業
部
経
由
（
千
代
田
区
）

マ
木
村
か
祢

（渋

谷
区
）

マ
春
田
孝
二
郎

（文
京
区
〉
マ
上
田

都
美

（荒
川
区
）
マ
倒
徳

・
三
上
員
澄
（
中

央
区
）
マ
日
光
水
産
側
出
島
丸
乗
組
員

一
同

．
ホ
テ
ル
マ
リ
ナ
l
ズ
コ

l
ト
東
京
｜
全
日

本
海
員
組
合
経
由
（
港
区
）

マ
匿
名
（
品
川

区）

マ
生
田
目
弥
寿
（
調
布
市
）

O
神
奈
川

県
マ
野
中
千
代
乃

（横
浜
市
）
マ
中
山
筆
子

（藤
沢
市
）
マ
川
崎
魚
市
場
側
・
小
笠
原
喜

久
（
川
崎
市
）
O
長
野
県
マ
佐
藤
弘

（上
田

市
）
O
愛
知
県
マ
匿
名
（
豊
田
市
）

O
京
都

府
マ
増
山
美
智
代

（
舞
鶴
市
）
O
兵
庫
県
マ

五
弓
徹
（
伊
丹
市
）
マ
大
沢
寿
夫

（神
戸

市
）
O
愛
媛
県
マ
丹
和
子

（新
居
浜
市
）
O

熊
本
県
マ
佐
々
木
国
康

（牛
深
市
）

〔八
月
〕
O
茨
城
県
マ
高
津
日
出
夫
（
つ
く

ば
市
）
O
千
葉
県
マ
北
丘
紫
陽
会

（松
戸

市
）
マ
三
島
美
耶
子

（同
）
マ
飯
村
久
子

（
野
田
市
）

O
東
京
都
マ
梅
本
啓
次

（大
田

区
）
マ
側
フ
ィ
ス
コ

・
関
根
幹
男
（
品
川

区）

マ
加
藤
貴
代

（同
）
マ
関
本
徳
蔵
l
築

地
報
徳
会
経
由

（中
央
区
）
マ
ニ
ュ

ー
と
も

し
び

・
N
O
N
カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル
l
側

ジ
ョ
イ
企
画
経
由

（
向
）
マ
小
林
誠

（台
東

区）

マ
木
村
か
祢

（
渋
谷
区
）
マ
水
産
庁
沿

岸
課

・
国
際
課

・
漁
港
部
！
各
募
金
箱
（
千

代
田
区
）
マ
上
田
都
美

（荒
川
区
）

マ
指
幸

子

（板
橋
区
）
マ
井
上
イ
チ

（同
）
マ
生
田

目
弥
寿

（調
布
市
）

マ
酒
井
員
二
（
日
野

市
）
O
神
奈
川
県
マ
山
中
正
子

（横
浜
市
）

マ
全
国
海
友
婦
人
会
三
崎
支
部
（
三
浦
市
）

マ
菊
地
け
い
子

（藤
沢
市
）
マ
中
山
筆
子

（同
）
マ
川
崎
魚
市
場
側

・
小
笠
原
喜
久

（川
崎
市
）
O
大
阪
府
マ
長
尾
悦

（枚
方

市
）
O
長
崎
県
マ
竹
中
常
夫

（長
崎
市
）
マ

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
長
崎
県
連
盟
平
戸
第

一
団
・
千
北
弘
治
朗
ほ
か
｜
平
戸
海
上
保
安

署
経
由

（平
戸
市
）
O
鹿
児
島
県
マ
羽
島
海

友
婦
人
会
（
串
木
野
市
）

｛九
月
〕
O
東
京
都
マ
小
林
誠

（台
東
区
）

マ
大
島
み
ぎ
わ
（
杉
並
区
）
マ
農
林
中
央
金

庫
営
業
第
四
部
（
千
代
田
区
）
マ
匿
名

（品

川
区
）
マ
北
九
州
海
寿
会
・
北
九
州
地
区
海

友
婦
人
会

・
北
九
州
海
の
記
念
日
協
賛
会
・

千
葉
青
年
サ
ー
ク
ル

・
シ
l
ウ
イ
ン
ド
ウ
｜

全
日
本
海
員
組
合
経
由
（
港
区
）

漁船海難遺児

子
供
た
ち
の
心
に
太
陽
を
f
交
通
遺
児
や

漁
船
海
難
遺
児
に
す
て
き
な
夏
の
旅
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
す
る

「
第
十
四
回
サ
ン
ケ
イ
福
祉
の

船
」

（
産
経
新
聞
社
な
ど
主
催
）
が
、
八
月

六
日
か
ら
四
日
間
、
静
岡
県
の
伊
豆
半
島
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
育
英
会
関
係
で
は
、

宮
城
県
か
ら
五
名
、
福
島
県
か
ら
二
名
の
小

学
五

・
六
年
生
が
参
加
し
、
楽
し
い
夏
休
み

を
過
ご
し
ま
し
た
。

子
供
達
は
、
晴
天
の
中
の
天
城
峠
ハ
イ
キ

ン
グ
、
キ
ャ
ン
プ
場
で
の
飯
合
炊
は
ん
（
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
）
、
夜
空
を
い
ろ
ど
る
花
火
大

会
、
天
城
グ
リ
ー
ン
ガ
ー
デ
ン
（
自
然
植
物

園
）
で
の
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
、
映
画

「し
こ
ふ
ん
じ
ゃ
っ
た
」
の
観
賞
、
下
回
水

族
館
で
の
ア
シ
カ
や
イ
ル
カ
の
シ
ョ

l
等
盛

り
沢
山
の
イ
ベ
ン
ト
を
満
喫
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
も
ま
し
て
、
子
供
達
に
と
っ
て

は
、
い
ろ
い
ろ
な
友
達
が
で
き
た
こ
と
が
、

何
よ
り
嬉
し
い
思
い
出
と
な

っ
た
よ
う
で
す
。

「ま
た
会
お
う
ね
、
元
気
で
な
」
「
手
紙

く
れ
よ
」
｜
心
が
キ
ュ
ン
と
な
る
お
別
れ
式

で
し
た
。
来
年
は
、
も
っ
と
多
く
の
友
達
が

参
加
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

付

羽根募金の水色II を手の愛

住・ ｛ ｝内は、盲学校・聾学校・聾護学校の在学生で内’生である．




